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１ 開会 

事務局 

(山崎企画政策課長) 

 

お揃いですので、ただいまから令和 6年度第 2回太子町総合教育会議を開会いたしま

す。 

企画政策課の山崎です。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

初めに町長の沖汐よりご挨拶を申し上げます。 

 

２ あいさつ 

 

３ 議事録署名委員の選定 

事務局 

(山崎企画政策課長) 

 

次に、次第の「3」、議事録署名委員の選定につきましては、本日は杉本泰代委員と竹

澤秀代委員にお願いしたいと思います。 

お二人には後日、事務局がまとめました議事録をご確認の上、署名をお願いいたしま

す。 

 

４ 議事 

沖汐町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(山崎企画政策課長) 

 

 

 

 

 

改めて、皆さん、おはようございます。 

定例教育委員会に続き、また、大変ご多用のなか、太子町総合教育会議にご出席いた

だきまして御礼申し上げます。 

この会議は皆さんご承知のとおり、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に位置

づけられた会議です。特に、予算など、議会への提案案件については、教育委員会の意

見を聞かなければならないことが同法第 29条に明記してあります。 

今回は 10 月 4 日に教育委員会からお伺いした、令和 7 年度予算に関する重点項目に

ついて、この後お話をさせていただけたらと思います。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

それでは、まず、この会議の構成員を確認させていただきます。 

お手元の資料 1ページに出席者名簿を添付しています。 

本日は町長部局より、町長、副町長、総務部長の 3名が参加しています。なお、生活

福祉部長につきましては公務の都合により欠席となっています。 

また、教育委員会からは教育長と 4名の教育委員の皆さん、教育次長の計 6名が参加

いただいています。 

また、陪席者としまして、町長部局より財政課長、教育委員会より管理課長、こども

えがお課長、社会教育課長、文化推進課長が出席させていただきます。 

なお、事務局は企画政策課の山崎と森下が担当いたします。 

事務局 

(山崎企画政策課長) 

 

 

 

次に、次第「4」議事に移ります。今回の議題は、令和 7 年度教育委員会各所管の重

点項目に係ります、予算措置状況についてです。 

役場では、昨年 12 月に予算の１次査定、本年 1月に 2次査定が行われまして、明日 2

月 20 日より 3 月定例会もスタートします。そこで、11 月の会議で教育委員会からいた

だきました、令和 7年度の各所管の重要項目に関する予算編成状況を、令和 6年度太子



3 

 

 

 

 

 

 

 

沖汐町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町総合教育会議資料の 2ページから 8ページにまとめています。 

また、参考資料としまして 2 月 14 日に開催しました太子町定例記者会見で使用しま

した、令和 7年度予算記者発表資料を机上に配布していますので、参考までにご覧くだ

さい。 

以上のことにつきまして、沖汐町長より概要を説明いたします。 

 

手元に記者会見の資料をお渡ししていますので、併せて見ていただければ幸いです。 

では、令和 6年度太子町総合教育会議資料の 2ページをお願いいたします。タブレッ

トについては小・中学校でそれぞれ、小学校 1,976 台、中学校 1,141 台、計 3,117 台、

約 1億 8千万円余りの予算を計上して、一括で更新予定です。令和 7年度に購入して、

令和 8年 4月 1日から使用、あるいは機器の導入、設定ができ次第、順次学校に入れて

いくことも視野に、教育委員会と打ち合わせております。2 点目の無線ネットワークに

つきましては、全てを令和 7年度で整備予定です。次にコンピューターの修繕料につい

て、小学校では令和 6 年度予算で 84 万 2 千円だったものを 280 万円に、中学校では令

和 6 年度予算が 45 万 7 千円だったものを 264 万円とする予定です。新品になると 1 年

程度は保証が利くと思いますので、少なくとも来年は問題ないと思います。それから太

子西中学校のトイレの後期分ですが、令和 7年度は北校舎と同時にプール横のトイレ改

修に約 1億円を入れております。これで防災倉庫と屋外トイレ整備は全ての小学校で完

了しますので、今後は石海小学校の北校舎のトイレ改修を行うことになろうと思いま

す。 

次のページです。言語能力育成事業については、教科テストの実施予算を措置予定で

す。その下にある龍田小学校の今後の方針について、これは個人的な意見ですが、11

月末を目途に令和 8年度以降の方針を決めていただき、12月議会でその説明、そして 1、

2 月の学校説明会等で保護者に説明ができればと考えています。龍田小学校の特色ある

教育や施設改修について、例えば 12 月議会に体育館の空調整備の実施設計を入れて、

令和 7、8 年の 2 年計画で優先して体育館の空調を整備すること等も考えられます。こ

れはあくまで例ですので、教育委員会で検討いただければと思いますが、子どもたちを

集めるためには、龍田小学校は設備が良くて、きれいというイメージも必要です。他に

も山村留学等、龍田小学校では独自の体験ができる等、特色があればいいと思います。

要は、10 月、11 月頃までに方針を決定しなければ、次の学校説明会、入学説明会に間

に合わず、次年度に送ることになりますが、それで現場がもつかどうかです。来年の 1

年生が少ないから、どこか違う地域の学校に入学しようという動きになると、加速度的

に、学校消滅の方向へ流れますので、私としましては、早い方が良い気がしています。

それから部活動に関しては、教育委員会の方で色々考えていただいているそうですの

で、何かあれば補正対応等させていただけると思っています。 

次のページの給食関係ですが、給食費の増額分である約 700 円に対して、物価高騰分

として主食費に対して行っている補助を 1人 500 円から 1,200 円まで上げる予定です。

それから旧給食センターについても、年々解体費用が高くなるので、早期に解体を行い

ます。解体にあたっては進入路の道幅が細く、周辺の樹木もあるので、併せて整備予定



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

です。 

次に 5ページです。学童保育園については、令和 7年度に委託の方向で決定できれば、

令和 8年 4月 1日から移行とさせていただきます。また、石海学童保育園の利用者が非

常に多いそうですが、全員が入園できるよう調整します。次の保育所、幼稚園の合同行

事は、大いにやっていただければと思います。教育長とも保育所と幼稚園での人事交流

ができないのかという話をしており、あくまでも希望があればですが、例えば 2、3 年

の条件付きでもいいので、そんな交流もすればいいと思っています。子育て世帯、虐待

関係についても、いただいたご意見どおりの方針で充実させる予定です。 

次のページです。陸上競技場の改修については、トイレと音響も入れて、3 億円弱の

予算を投じ、整備予定です。公民館の移転は、石海公民館を保健福祉会館へ、斑鳩公民

館をあすかホールへ動かすということで、準備を行っています。それから公民館のエア

コンについては、今壊れていないようなので、予算計上を見送るようお願いしました。

ただし、壊れた場合にはすぐに予備費で対応いたします。体育器具についてもお聞きし

た分については、概ね予定どおりの設置を見込んでおります。竹澤委員からもご意見を

いただいた、スポットクーラーですが、脱炭素の観点からも冷風機の方が良いという声

が現場から出ていますので、そちらを 4台設置予定です。 

次のページに進みまして、体育館の遮光カーテンについては、北側に設置してほしい

という現場からの強い要望を受け、設置することとしています。総合公園のテニスコー

ト照明の改善については、電球の追加だけでいいのか、電柱を立て直す必要があるのか

を現場でもう一度検討いただくということで、今回は見送らせていただきました。照度

を上げることで、使用料収入が確保できるようであれば改善する必要はありますが、あ

そこに何億円というお金は入れにくいと思っています。ただ、夏の早朝時間に使用した

いという要望があるようですので、それに関しては現場の方で柔軟に対応してほしいと

いうことは伝えています。 

続いて 8 ページ、文化会館の改修です。当初約 15 億円を要する見込みでした。値上

げもありましたが、極力、短期で安価に抑えていただくよう担当課にも依頼し、13 億円

余りの金額で収めていただきました。それから石海中部地区のほ場整備について、これ

まで関係自治会で話がまとまりませんでしたが、ようやく一括で実施する方向で合意が

とれましたので、ほ場整備の実施に伴い、文化財担当が石海中部地区の試掘調査を実施

予定です。沖代、米田も企業誘致を進める前に、文化財の確認のために試掘を行います。

これらの試掘に関しては、かなりの経費が必要になり、期間についても 3年はかかると

思っています。史料収集についても、支援員を 1人入れる対応はできています。 

以上ですが、いただいた要望については概ね対応させていただきました。ただ、あす

かホールに加え、歴史資料館、保健福祉会館、陸上競技場の改修など、大規模工事関連

予算として 20 数億円を来年度予算に計上しましたので、例年 130 億円程度であった一

般会計の予算規模が、今年は 163 億円まで伸びました。これが終わりましたら、仮に保

護者の皆さんから同意をいただき、太子町の幼稚園を一園化して、園舎としてどこか一

園を使用することが決定すれば、石海幼稚園の大規模改修も視野に入れたいと思ってい

ます。小・中学校の体育館の空調整備については、実施設計をすると工事をしなければ
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事務局 

(山崎企画政策課長) 

福井教育次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(山崎企画政策課長) 

 

 

沖汐町長 

 

 

杉本委員 

 

 

 

糸井教育長 

ならないので、どのような形で進めるか検討が必要です。学童保育園の民間委託につい

ても、委託が済めば終わりというわけではなく、3 年程度は落ち着かないのではないか

と危惧しています。また、プールが壊れた場合の対応についても、教育委員会内部で協

議いただければと思います。また、色々な形でまたご意見いただければ幸いです 

 

次に教育次長より、補足等がありましたらお願いします。 

 

先ほどの定例教育委員会でもお話させていただきましたが、新年度予算につきまして

は、人件費の増もあり、全体としてかなりの増額となっています。その中でも教育費の

割合は 21.9％、文化会館、歴史資料館の大規模改修を除いて 13.9％と、かなりの額を

教育費用に割いていただいていることがお分かりいただけたかと思います。教育委員会

からの要望に対しましては、概ね要望どおりとしていただき、大変ありがたく思ってい

るところでございます。 

先程の町長からの説明に少し補足しますと、管理課所管分としましては、大阪関西万

博の子ども招待プロジェクト補助金として、学校と万博会場との往復の交通費の助成の

ための予算をつけていただきました。また、校内教育支援センターの充実として、別室

少人数指導員を 1 名、1 校増の配置とすることで、さらにきめ細やかな対応ができるも

のと思っております。 

社会教育課の所管分としましては、文化会館、町民体育館、地域交流館などの施設予

約につきまして、現行のシステムの運用期限が令和 7年 9月末までとなっていることに

伴い、新たな施設予約管理システムの構築を予算化しておりますので、利用者にとって

より良い、利便性の高いシステムを選定するよう、現在庁内で横断的に協議していると

ころでございます。 

財政部門をはじめ、町長部局には概ね教育委員会の要望を通していただきましたの

で、予算が可決した際には、これまで以上に住民の皆さんのご期待に沿えるよう、事務

を進めていきたいと思います。 

 

ありがとうございました。 

それでは、本日の議事につきまして教育委員の皆様にご質問やご意見がございました

ら、お願いいたします。 

 

龍田小学校の件についてはいかがですか。 

できるだけ早く方針を決めた方がいいと個人的には思っていますが。 

 

自治会長レベルでは話をしているということもお聞きしていましたが、年齢の高い人

たちの考えと若い人たちの考えをどう合わせるかというところがあり、現にお子さんが

小学校に通ってらっしゃる保護者の意見も吸い上げてもらえるのかが気になります。 

 

自治会長さんたちに初めに相談に行った時に、自治会長さんの方から、若い方の意見
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糸井教育長 

 

 

福田委員 

 

 

 

 

 

榮藤副町長 

 

 

 

 

 

を聞いてほしいという話がありました。それを受けて、龍田幼稚園のあり方に関して全

戸配布のアンケートを取りましたが、回答があったのは年配の方からばかりでした。保

護者に直接働きかけをしなければいけないと思いますし、今回の活性化の委員には必ず

そういう若い方が入るように、ということは一番思っているところです。 

 

町から全戸に配付するのと、学校からのおたよりとして、学校で配付してもらって回

収するのとでは回収率が違うと思います。 

 

学校を通してアンケートを配る、対象を絞ることも必要になってきます。 

 

当事者の声も大切にしながら、総合的に教育委員会の方でまとめていただけました

ら、そのご意見も尊重いたします。 

児童数を増やすにはどんな学校にすればいいでしょう。 

 

少し前までは、龍田地区在住の方には龍田地区に外の人を入れたくないという考えが

強かったようですが、児童数の減少と、龍田幼稚園の休園があり、龍田地区が終わって

しまうのではないかという危機感が浸透し、外からの人を入れないといけないという考

え方が増えてきたと思っています。 

いい流れではあるので、このまま進んでもらえたらと思っています。 

 

今は龍田小学校を廃校にする気は全くなく、残したいと考えています。 

そこで、どんな残し方が一番理想的かということですね。たとえ新入生が 6人でも残

そうと思っていましたが、それではもちません。 

 

保護者の感情として、一学年 6人の学校に通わせたいかというと複雑であると思いま

す。良い学校で行きたいな、と言える学校にできるようにご意見をください。 

 

可能であれば、先進的なところへの視察にも予算措置をいただいて、同じようなこと

で困っている地域もあるので、そういったことも吸収したいですね。 

小規模校になっても、オール担任制の導入など、色々な工夫を凝らして、他地区から

も子どもたちが来ている事例が広島県福山市の公立学校であります。 

福山の「ともに学園」という学校ですが、他団体が視察にもよく行っているようです。 

 

根本的な話ですが、龍田地区の都市計画区域の見直しができれば、人口が増える、色々

な建物が建つという話もありますが、今、都市計画区域、市街化区域、市街化調整区域

の線引きを変えるには、県の同意が必要になっています。町で独自に線引きを変えられ

る、という規制緩和についても知事が言及され、中山間地で希望があれば自前で線引き

を変えられる制度に変わりつつありますが、太子町は対象の地域に入っていません。 

今後の人口減少への向き合い方としては、各自治会単位でまちづくり協議会という組
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織を立ち上げていただいて、特区的な考え方で、自治会の中でも特定の区域を外部から

の住宅建築が可能なエリアにするという制度があり、この制度を活用して活性化を図っ

ていくものが主です。松尾自治会がまちづくり協議会を立ち上げられ、活性化を図られ

ています。まちづくり協議会を立ち上げることに対しては、町の方も全面的に支援して

いこうと考えています。 

 

まちづくり協議会を立ち上げてから、どのくらいの期間で、実際に住宅の建築ができ

るようになるのでしょうか。 

 

計画をつくるにあたり概ね 2、3年はかかりますので、最終的に 4、5年はかかるでし

ょうか。 

 市街化調整区域は農業の振興を進める地区なので、そことの調和を図った、今後のま

ちづくりの展望を示して、県に認めてもらうという流れですが、少なくとも 3、4 年は

必要なイメージですし、地元の機運が高まる必要があります。 

 

屋内運動場の空調設備をどうするかという話について、令和 7、8 年度に着手するの

であれば 11 月までに話をまとめる必要があるということですが、龍田地区の皆さんの

考えを聞かないといけません。学校は避難所であり、防災の観点からも、空調設備は先

行して入れていただいた方がいいと思いますが。 

 

基本的に、私は学校だけが避難所だとは思っていません。学校へ避難者を入れると最

後まで学校が子どもを預かれなくなりますので、よほど大きい災害でなければ、公民館、

あすかホールなどの町施設で対応します。被災者が増えてきた場合には、やむを得ず学

校の屋内運動場を受付にして、学校内の空調が効く部屋へ入れることも想定されます

が、基本的に最初には受入れません。子どもを預かってもらえると、その間に家の片付

けもできますので。 

空調設備については、一度実施設計に踏み切れば 2，3年計画でやりきる必要があり、

途中でやめられなくなります。 

 

 先ほどの「ともに学園」ですが、校舎も小さく、児童数も減り、過去には全校生徒が

70 人程度だった時期もあったようですが、今は生徒数が 130 人です。毎年 25 人の募集

をしているようですが、応募人数がそれを超えるので、抽選で選ぶそうです。校舎には

地域の方々が自由に出入りできるカフェのような場所や、ベビーカーで子どもを連れて

けるような場所もあり、すごくオープンなスペースで、設備もきれいです。 

 このようなことも予算に盛り込むことはできるのでしょうか。 

 

過疎地域の指定を受けることができれば、設備を整えやすかったり、小中一貫校にで

きたりもしますが、龍田地区が指定を受けられるかと言うと、難しいです。 
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福田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖汐町長 

 

 

 

 

 

 

糸井教育長 

 

 

 

 

杉本委員 

 

 

沖汐町長 

 

 

 

福田委員 

 

 

糸井教育長 

 

沖汐町長 

 

 

 

 

 

我々の小学生や中学生時代は、学校は時代の最先端でした。学校に行けばテレビやプ

ールがあり、体育館があり、パソコンも使える。家にないようなものが学校にはありま

した。今は家庭の方が先へ行って、学校は後追いになっています。 

しかし、今回整備した太子西中のトイレも見に行きましたが、子どもたちにも使いた

いと思ってもらえそうな、家庭にはないすごく良いトイレでした。それは何もそういう

備品や施設だけではなく、図書室には見たことがない本があったり、龍田小学校にもそ

のようなところを徐々に作ればいいのではないかと思います。今までの学校の価値観や

イメージが変わるぐらいになれば、放っておいても人が来るのではないかと思います。 

 

先日、神戸マツダ太子店さんが移転されましたが、そのフロアの中に、東京の本屋と

連携して珍しい本を入れた、誰でも自由に使える図書室を作られていました。このよう

に民間企業との連携等により色々なことができる中で、施設の改修であれば対応できま

すが、新しく建てることは困難です。 

本当に子どもたちが集まるような、魅力のある案を作っていただければ、議会に提案

し、来年に向けて進められるのではないかということが個人的な思いです。 

 

これから色々な立場の方に活性化委員になっていただくと、今のような意見はたくさ

ん出てくると思います。もちろん良い校舎が建って、良い先生がいて、何か特色ある教

育が揃えば、他地区からも子どもたちが集まってくる可能性もありますが、そこにどの

程度の予算がつけられるかということです。 

 

オープンスペースを作るのであれば、龍田幼稚園の活用も含めていただいた方が良い

と思います。 

 

龍田幼稚園は龍田小学校から切り離したいと思っています。 

ただ、これから公募を進める中で、子ども関係の事業者が来るとは思いますが、龍田

小学校と連携していただける事業者が入るかはわかりません。 

 

駐車場も広くて、きれいですし、龍田幼稚園のミニホールが使えるようであれば、土

日はそこでコンサートをやるとかもいいかもしれません。 

 

総合公園の体験学習室や陸上競技場も近いです。 

 

これまで私が言ったことはあくまでも個人的な意見ですので、最後は教育委員会で案

を決めていただいて、保護者の皆さんが子どもたちに龍田小学校を卒業させたいと思っ

ていただけるような学校になればと思います。 

私が龍田小学校で担任をしていたときは、全学年 2クラスでしたので、各学年 70、80

人はいたはずです。その子たちが龍田小学校へ帰ってくれば、子どもの数は成立するは

ずです。 
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糸井教育長 

 

 

沖汐町長 

 

 

 

糸井教育長 

 

 

 

 

沖汐町長 

 

 

福田委員 

 

 

沖汐町長 

 

 

福田委員 

 

 

沖汐町長 

 

 

福田委員 

 

 

竹澤委員 

 

 

 

 

 

沖汐町長 

 

 

そのような意見も出てくると思います。帰ってくるのが難しい、仕事がないというの

はもう教育とは離れた話になってきますが。 

 

今一番の懸案はやはり龍田小学校だと私は思っています。 

大きい工事が終われば、次は何からいくのかという話です。コンピューターも来年度

で一旦終わりますので。 

 

屋内運動場の空調整備に関しても、避難所の話ももちろんありますが、この異常な暑

さの中で、部活動をいくら地域展開しても、学校の屋内運動場で部活動をしていくとい

う現実がありますので、その辺りを考えると必ず必要になってくると個人的には思って

います。 

 

そうであれば、予算がどれくらいあるかにもよりますが、設計して工事に入る必要が

あります。 

 

部活動の地域移行にしても、施設が身近にあって自由に使えるかという点が一番ネッ

クですので、そこは解消されると思います。 

 

それと、私の公約である給食費や医療費無償化についても、最後の年を目途に無償に

したいと個人的には思っています。 

 

国が先にするかもしれませんが、予算を使わせてもらえるのであれば、給食費からで

いいのではないでしょうか。 

 

その辺りは全体のバランスと、教育委員会の重点事項の順位、それと財政の都合がど

うかという最終判断ですね。 

 

全体として前回の総合教育で挙げた要望を汲んでいただいた予算ができて、感謝して

います。すごく良い方向に動いています。ありがとうございます。 

 

今お話が出たように、たくさんの要望を叶えていただけそうでとてもありがたいです

が、町民体育館について少しだけお話させてください。 

冷風機については本当にありがたいですが、冬は非常に寒くもあります。夏場は何と

かなりそうですが、この度あすかホールの休館で、二十歳のつどいを町民体育館で実施

するにあたり、冬は非常に寒いです。 

 

それは社会教育課でもストーブのリースなどを考えていただければと思います。 
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５ 閉会 

 

福田委員 

 

 

糸井教育長 

 

 

 

沖汐町長 

 

 

 

 

事務局 

(山崎企画政策課長) 

 

先ほどの教育委員会でも、教育長の方から中学校に置いているストーブも借りること

ができたというお話がありました。 

 

中学校には 2つか 3つは所有していると思います。 

ただ、3 つも稼働させると音が大きく、式典中は話が聞こえにくくなるので、その辺

りは調整が必要だと思います。 

 

その辺りはまた担当課と調整をお願いします。 

取り急ぎ、目の前の課題を解決して、少しずつ良くしていこうと考えています。現場

の声を聞きながら、和を以て貴しと為すではないですが、お互いその時々で話し合いを

して、考えていきたいと思いますので、ご理解いただければ幸いです。 

 

それでは、お時間もございますので、次第の「5」その他に移ります。 

ご質問やご意見がございましたら、よろしくお願いいたします。 

 

（意見なし） 

事務局 

(山崎企画政策課長) 

 

糸井教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

(山崎企画政策課長) 

これで全ての議事が終了しました。 

閉会にあたりましては、糸井教育長より一言ご挨拶をお願いいたします。 

 

皆様、第 2回の太子町総合教育会議ということで、本当にありがとうございました。 

私の中の今年度の教育委員会の課題は、こどもえがお課が新設された中で、福祉部局

と教育部局の連携をどう進めるか、幼児教育から小・中学校へどう繋いでいくかでした。

社会教育の分野では、大型施設の大規模改修、公民館の在り方が課題だと思い、一年間

過ごしてきましたが、おかげさまでゴールが何とか見えるような形、ゴールは見えなく

とも今、確実に取り組みを進められている状況かと思っています。それは一重に、町長

はじめ、町長部局の皆様、教育行政に携わる私たちがよく連携できていること、皆さん

によく理解をいただいていることの成果だと感じています。しかし、まだゴールではあ

りませんし、今年度やってきたことは来年度さらに充実させなければいけません。 

今日、皆様からもたくさんの気づきをいただきました。これについては来年度、共に

考え、建設的な意見をいただきながら、頑張ってまいりたいと思っています。 

これからもどうぞよろしくお願いいたします。今日は本当にありがとうございまし

た。 

 

ありがとうございます。 

これをもちまして、令和 6年度第 2回太子町総合教育会議を閉会いたします。本日は、

ありがとうございました。 


